


































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
森林・林業基本法において、森林・林業基本計画を策定する際には林政審議会の意見を聴
くことが定められているが、全国主要地域での公聴会開催までは義務付けられていない。

●問題Ⅲ-2
正解は②
平成28（2016）年度末現在における我が国の林内路網密度（林道、林業専用道、森林作業
道の合計）は全国平均で約21m/ha程度であり、63m/haとする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-3
正解は④
「地位級」とは林地自体の土地生産力（樹高成長等）を表す指標であり、「地利級」とは
市場や消費地からの距離、林道配置など搬出費用の経済的位置を表す指標である。説明が
逆である。

●問題Ⅲ-4
正解は③
間伐は、林冠の鬱閉に伴う林木相互の競争を緩和し、主に残存木の「肥大成長（直径成
長）」の促進や形質向上を図る作業である。上長成長を促す目的とする記述は不適切であ
る。

●問題Ⅲ-5
正解は①
マルチキャビティコンテナを用いた育苗では、コンテナ底部から出た根を空気乾燥によっ
て伸長停止（エアープルーニング）させ根巻きを防ぐため、地面から離して台等の上に設
置する。

●問題Ⅲ-6
正解は⑤
劣勢木や欠点のある優勢木を間引き、形質の良い優勢木を育成主体とする手法は「下層間
伐」である。上層間伐は利用径級に達した優勢木等を伐採して中立木の成長を促す方法で
ある。

●問題Ⅲ-7
正解は②
衛星センサから得られた赤・緑・青に対応する可視光データを、そのまま赤・緑・青で発
色させて合成した画像は「トゥルーカラー（真正色）画像」である。

●問題Ⅲ-8
正解は④
日本の常緑広葉樹林（照葉樹林）の北限は、冬期の気温限界により東北地方南部（海岸線
付近）程度までである。北海道南部まで分布するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
間伐による競争緩和後の直径成長促進効果は、樹勢が旺盛で成長余力の大きい「若齢林」
ほど顕著であり、林齢が高くなるほど成長反応は小さくなる。

●問題Ⅲ-10
正解は③
日本の森林土壌において、黒色土群（黒ボク土）の分布面積は約2割弱を占め、褐色森林
土に次いで2番目に多い。寒冷地等に限られるポドゾルよりも分布面積ははるかに大き
い。

●問題Ⅲ-11



正解は①
二国間クレジット制度（JCM）は、日本が独自に相手国と二国間合意を結んで温室効果ガ
ス削減技術の普及を進める枠組みであり、京都議定書の枠組みに基づく制度ではない。

●問題Ⅲ-12
正解は②
緑の回廊においては、野生生物の生息環境の向上や広葉樹林化を目的として、複層林への
誘導伐や除伐、間伐等の適切な森林施業・森林整備が積極的に実施される。

●問題Ⅲ-13
正解は⑤
雪害（幹折れ、根元曲がり等）は冠雪や積雪の荷重・移動による力学的・物理的な被害で
あり、低温生理現象そのものに起因する「寒さの害（低温障害）」には分類されない。

●問題Ⅲ-14
正解は②
景観の視距離区分において、遠景はおおむね2〜3km以上離れた視距離を指す。おおむね
500mから1km程度以内で対象の形を捉える視距離は「中景」に相当する。

●問題Ⅲ-15
正解は④
保安施設事業は、治山ダムや土留工等の土木構造物の設置だけでなく、山腹植栽や播種
工、防風林・防砂林の造成等の「森林造成（植栽工・緑化工）」も一体的に実施する事業
である。

●問題Ⅲ-16
正解は③
樹木の根系が斜面崩壊を防止できるのは、根が基岩や安定層に到達する深さ1〜2m程度の
「表層崩壊」である。崩壊深が数mから数十mに及ぶ「深層崩壊」を根系で防止することは
困難である。

●問題Ⅲ-17
正解は⑤
地下水排除工（集水井工や横孔ボーリング工等）は、地すべりの活動要因である間隙水圧
や地下水位を低減させる「地すべり抑制工」である。構造物の力で滑動を止める抑止工で
はない。

●問題Ⅲ-18
正解は④
植物を導入するための斜面基盤の安定化や生育環境を整える工種は「山腹基礎工」であ
る。山腹植生工（緑化工）は、造成された基盤に植物を導入する工種である。

●問題Ⅲ-19
正解は③
複数基を計画する場合の床固工の方向は、越流部（放水路）の中心において「各計画箇所
下流部（直下流）の流心線」に直角に定めるのが原則である。

●問題Ⅲ-20
正解は③
防風林による減風効果が及ぶ範囲は、林帯高をHとすると風上側で約5H、風下側で約
20〜30H程度である。風下側で樹高の50倍程度まで及ぶとする記述は過大で誤りである。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
レベルと標尺を用いて2点間の高低差を直接読み取る測量は「直接水準測量」である。間
接水準測量はセオドライト等で測った斜距離と鉛直角から三角法によって求める測量であ
る。



●問題Ⅲ-22
正解は④
路肩は、車道から逸脱した車両を支持する待避機能や側壁との離隔確保の役割を担ってお
り、車両輪荷重の一部を安全に支持できる構造耐力が必要とされる。

●問題Ⅲ-23
正解は①
側溝や横断溝は路面や斜面の地表水を排除する「地表水排水施設」であり、溝きょや地下
排水施設が「地下水排除施設」に区分される。記述の分類が誤っている。

●問題Ⅲ-24
正解は③
土は最適含水比付近で締固めを行うと乾燥密度が最大となり最も密実で強固になる。最適
含水比付近で締め固めた土が最も脆弱であるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は②
装輪式（ホイール式）車両は、大径タイヤの装着等により装軌式（履帯式）よりも最低地
上高を大きく設計でき、切り株や岩石等の障害物乗り越え性能に優れる。

●問題Ⅲ-26
正解は④
平成27年度における高性能林業機械の保有台数動向において、対前年度増加率が最も大き
かった機種はプロセッサやハーベスタ等であり、スイングヤーダではない。

●問題Ⅲ-27
正解は③
振動障害を防止するためには、作業者の手腕への負担や疲労を軽減するため、防振機構を
備えた「できるだけ軽量なチェーンソー」を選定することが望ましい。

●問題Ⅲ-28
正解は④
主索の緊張と緩和によって荷の昇降を行う索張り方式は「タイラー式索張り」である。ホ
イスチングキャレッジ式は、主索張力は一定のまま作業索等により荷を昇降させる方式で
ある。

●問題Ⅲ-29
正解は③
頂端分裂組織から一次永久組織が分化・完成していく茎頂や根端の基本過程は、維管束を
持つシダ植物や草本植物、木本植物において基本的に共通している。

●問題Ⅲ-30
正解は②
木材の保存処理法の中で最も薬剤浸潤度が高く確実性に優れるのは、加圧密閉容器を用い
て減圧・加圧注入を行う「加圧注入法」である。温冷浴法とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-31
正解は⑤
木材の全乾重量に占めるヘミセルロースの含有率は、針葉樹材が約20〜25%であるのに対
し、広葉樹材は約25〜30%であり、一般に広葉樹材の方が多く含まれる。

●問題Ⅲ-32
正解は③
JIS A 5905（繊維板）において、ハードボード（高密度繊維板）は密度0.80g/cm³以上の
ものと区分されている。密度0.35g/cm³以上0.80g/cm³未満はMDF等である。

●問題Ⅲ-33
正解は①



セルロースはD-グルコースが「β-1,4-グルコシド結合」で直鎖状に重合した結晶性多糖
類である。β-O-4結合はリグニンの主要な結合様式であるため誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は④
だぼ接合では、接合強度を確保するためにだぼ径と「同径（またはわずかに小さめ）」の
ドリルで穴を開け、接着剤を塗布して圧入する。大きい径で開けると強度が低下する。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
白炭は1,000℃前後の高温で炭化させ、窯外に引き出して消し粉をかけて急冷・消火す
る。黒炭は炭化温度400〜700℃程度で窯口を密閉し、窯内で自然冷却・消火する。説明が
逆である。


